
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
運
歩
色
葉
集
」
と
新
写
本

運
歩
色
菓
集
の
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
伝
本
は
、
数
が
少
な
く
、
（
注
1
）
舌
写
本
四
垣

（
『
静
寡
堂
文
庫
蔵
本
』
、
『
京
都
大
学
蔵
元
亀
二
年
本
』
、
『
京
都
大
学
蔵
天
正
十
七
年
本
』
、
『
西

釆
寺
蔵
天
正
十
五
年
本
』
）
と
、
江
戸
期
末
以
後
に
転
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
新
写
本
十
三
種

で
あ
る
。

（
法
2
）
こ
の
う
ち
、
舌
写
本
四
種
に
つ
い
て
、
そ
の
注
文
の
逆
算
年
数
の
表
記
か
ら
、
「
静
寡

堂
文
庫
蔵
本
」
と
「
元
亀
二
年
本
」
と
が
最
も
古
く
、
「
天
正
十
七
年
本
」
、
「
天
正
十
五
年
本
」

は
そ
れ
ら
に
続
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
筆
者
は
考
え
て
お
い
た
。

ま
た
、
逝
算
年
数
以
外
の
注
文
に
も
伝
本
上
の
関
係
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る

の
で
紹
介
し
て
お
く
。

「
梯
子
」
と
い
う
語
の
注
文
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
静
）
　
禅
家
説
法
之
時
持
レ
之
ヲ

（
t
空
　
禅
家
説
法
之
時
持
レ
之

（
十
七
）
　
禅
家
用
之

（
十
五
）
　
禅
家
用
レ
之

右
の
例
は
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
「
元
亀
二
年
本
」
と
、
「
天
正
十
七
年
本
」
と
「
天
正

十
五
年
本
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
舌
写
本
四
種
の
伝
本
上

の
関
係
を
考
え
る
参
考
材
料
と
し
て
付
言
し
て
お
く
。

さ
て
、
新
写
本
に
つ
い
て
は
、
（
注
3
）
次
の
よ
う
な
川
瀬
一
馬
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

表
書
の
停
本
に
就
い
て
は
、
上
述
の
如
く
、
松
井
簡
治
博
士
蓄
蔵
（
辞
嘉
堂
文
庫
蔵
）
の
室

町
末
期
を
降
ら
ぬ
頃
の
寓
本
（
二
冊
）
と
京
都
大
草
蔵
の
元
亀
二
年
寓
本
（
三
冊
）
及
び
天
正

十
七
年
寓
本
（
下
巻
軟
、
合
一
冊
。
）
水
戸
彰
考
偲
蔵
（
寛
永
頃
書
寓
、
零
本
、
一
冊
。
）
の
天

正
十
五
年
奥
書
本
の
四
本
が
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

清

　

水

　

　

登

博
本
は
比
較
的
稀
で
あ
る
が
、
現
存
の
江
戸
時
代
寓
本
は
悉
く
松
井
博
士
蔵
本
を
基
に
す
る

新
し
い
博
霜
本
と
言
っ
て
も
よ
く
、
・
…
…
‥

右
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
存
す
る
江
戸
時
代
最
末
期
の
新
写
本
の
多
く
は
、
「
静
嘉
堂

文
庫
蔵
本
」
の
な
が
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
新
写
本
を
披
見
す
る
横
合
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

H
　
伝
本
に
つ
い
て

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
　
松
井
簡
治
博
士
旧
蔵
　
乾
坤
二
冊

巻
首
に
「
新
井
文
庫
」
の
朱
印
記
を
捺
し
、
新
井
政
教
旧
蔵
本
で
あ
る
。
川
瀬
一
馬
氏
は
、

（
注
4
）
本
書
を
「
室
町
末
期
を
降
る
ま
じ
き
寄
寓
本
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
天
文
十
六
・
七
年
の

著
作
年
代
を
去
る
遠
か
ら
ぬ
頃
の
も
の
」
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。

乾
冊
イ
ー
ク
、
坤
冊
ヤ
ー
ス
お
よ
び
巻
末
に
魚
名
・
島
名
・
獣
名
・
虫
名
・
花
木
名
・
草
花

名
・
国
尽
・
国
の
員
数
・
万
里
の
順
で
付
録
諸
項
を
収
め
て
い
る
。

現
在
の
修
綴
に
は
坤
冊
第
九
葉
と
第
十
菓
と
に
前
後
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
草
花
名
の
坤
冊
第
二
七
葉
は
第
二
九
葉
の
後
に
入
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
の
第
九
葉
、
第
十
菓
と
と
も
に
現
在
の
形
態
以
前
の
本
葉
に
乱
れ
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る。

（
注
5
）
静
嘉
堂
文
庫
長
米
山
寅
太
郎
氏
は
、
本
書
の
修
蔵
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

お
ら
れ
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
従
来
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
の
≡
冊
本
と
区
別
せ
ら
れ
、
l
南
本
と
し
て

世
に
紹
介
せ
ら
れ
て
来
た
が
、
仔
細
に
検
す
れ
ば
、
汚
損
、
虫
蝕
、
余
白
等
か
ら
推
し
て
、
本

書
も
亦
明
ら
か
忙
も
と
≡
冊
本
で
あ
り
、
乾
冊
の
「
与
」
部
以
下
、
坤
冊
の
「
天
」
の
部
ま
で
を
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一
冊
と
し
て
存
し
た
も
の
が
、
後
釆
改
装
の
際
に
二
冊
に
改
め
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

国
立
公
文
書
館
・
内
閣
文
庫
蔵
本
　
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
　
四
冊

「
温
故
堂
文
庫
」
の
朱
印
記
を
捺
し
、
江
戸
末
期
に
塙
家
で
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
を
転
写

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
で
巻
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
国
尽
の
類
（
国
尽
・
国
の
員

数
・
万
里
）
が
、
本
書
で
は
「
カ
」
部
末
に
移
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
静
叢
生
文
庫
蔵
本
」
に
お
け
る
二
箇
所
の
乱
丁
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
お
り
、
さ

ら
に
本
書
の
二
冊
第
五
二
葉
と
第
五
三
葉
と
堅
剛
後
が
認
め
ら
れ
る
。

国
立
公
文
書
館
・
内
閣
文
庫
蔵
本
　
太
田
全
蘭
旧
蔵
　
四
冊

内
閣
文
庫
に
は
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
と
と
も
に
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
語
の
配
列

を
同
じ
く
し
、
同
書
の
な
が
れ
を
く
む
も
の
と
思
わ
れ
る
「
太
田
全
蘭
旧
蔵
本
」
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

本
書
の
特
色
は
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
に
お
い
て
乱
丁
と
み
ら
れ
る
三
冊
第
九
葉
と
第
十

菓
と
が
正
し
い
順
序
に
修
綴
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
草
花
名
の
乱
丁
は
同
書
の
順
序
を
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
て
お
り
、
国
尽
の
煩
は
「
カ
」
部
未
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

竹
園
房
本
　
西
釆
寺
蔵
　
四
冊

「
西
釆
寺
蔵
」
、
「
伊
勢
国
西
釆
寺
」
、
「
渡
遽
家
山
淵
書
倉
印
」
の
朱
印
記
を
捺
す
。
各
巻
末

に
は
「
渡
迎
氏
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
、
旧
蔵
者
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
そ

の
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
各
巻
裏
紙
転
は
、
（
一
巻
）
遅
歩
色
菓
集
元
、
（
二
巻
）
〔
運
歩
色
菓
集
〕
名
目
抄
、

（
三
選
）
〔
遊
歩
〕
色
菓
〔
集
三
〕
、
（
四
巻
）
〔
運
歩
色
菓
集
四
〕
名
目
集
と
あ
る
（
〔
　
〕
内
は

朱
筆
で
あ
る
）
。

本
書
で
は
、
国
尽
の
頻
が
「
カ
」
部
末
に
収
め
ら
れ
、
内
閣
文
庫
蔵
の
二
本
と
同
様
で
あ

る。ま
た
、
三
冊
第
九
葉
と
第
十
菓
と
が
前
後
し
て
い
る
こ
と
、
草
花
名
の
四
冊
第
五
八
葉
が
前

に
位
置
し
て
い
る
な
ど
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
の
乱
丁
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

ま
た
、
四
冊
第
四
五
葉
表
は
白
紙
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
書
お
よ
び
西
来
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
天
正
十
五
年
本
」
は
、
西
釆
寺
三
十
一

代
住
職
、
其
阿
宗
淵
上
人
（
房
号
・
竹
園
房
、
天
明
六
　
－
安
政
六
）
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
現
住
職
、
色
井
秀
譲
師
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
　
村
上
忠
順
旧
蔵
　
四
冊

「
村
上
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
っ
て
、
村
上
息
順
の
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
四
冊

巻
末
に
朱
筆
で
、

以
塙
本
一
校
了
　
但
年
記
二
重
テ
ハ
今
接
諸
書
二
億
テ
訂
之
　
寡
永
五
壬
子
年
五
月

と
あ
っ
て
、
本
書
は
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
（
任
6
）
根
上
剛
士
民
は
、
本
書
朱
筆
の
審
き
入
れ
を
旧
蔵
者
の
息
順
自
筆
の
も
の

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
竹
園
房
本
」
に
お
い
て
白
紙
の
ま
ま
で
あ
っ
た
四
冊
第

四
五
葉
表
は
、
息
順
自
筆
の
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
三
冊
第
九
葉
と
第
十
葉
と
が
前
後
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
同

様
で
あ
っ
て
、
第
十
菓
表
に
「
前
丁
下
人
レ
カ
ハ
ル
也
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
草
花
名
の
四

冊
第
五
八
葉
の
乱
丁
も
同
書
と
同
様
で
あ
る
。

な
お
、
二
冊
第
一
葉
と
第
三
菓
と
に
「
縫
物
…
…
類
地
」
の
一
葉
分
を
重
複
す
る
。
二
冊
第

三
第
表
に
は
「
賀
部
　
鎌
倉
注
室
天
文
十
六
丁
未
四
百
押
入
雪
」
と
だ
け
あ
る
。

ま
た
、
国
尽
の
頻
が
本
書
で
は
「
ク
」
部
末
に
移
さ
れ
て
い
る
。

国
　
伝
本
に
み
る
国
尽
の
類
の
位
置
に
つ
い
て

新
写
本
四
種
の
乱
丁
部
分
を
概
観
す
る
か
ぎ
り
、
各
本
と
も
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
の
な
が

れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

た
だ
、
国
尽
の
頬
の
位
置
に
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

古
宇
本
四
種
を
含
め
て
各
本
の
体
裁
と
そ
れ
ぞ
れ
の
国
尽
の
類
の
位
置
を
示
す
と
、
次
の
表

A
の
よ
う
に
な
る
。

表
A
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文字I l　　　　　　　各　　本　　と　　の　　閑

A t　静と温と竹とが一致する（刈と他本と相違する）

Bl静と竹と刈とが－敦する（温と他本と相違する）

Cl静と温と刈とが一致する（竹と他本と相違する）

温と竹と刈とが一致する（静と他本と相違する）

60い59 燃�静と温と一致し，竹と刈と一致する 嚢���静と温と一致し，竹と刈と相遊するl5 �3r�

1l2 巴�静と竹と一致し，温と刈と一致する �)u(,i'ﾈ,i�ﾘ+X�8孰,hｪ�,i�ｨ��+x.�*"��2�

Olo 排�静と刈と一致しト艶と竹と一致する 肺�ﾆﾉ�8,hｪ�,i�ﾘ+X�8孰,i'ﾈ,i�ｨ��+x.�*"����

温と竹と一致し，静と刈と相違する

Ⅰ′l　温と刈と一致し，静と竹と相違する12l　5

竹と刈と一致し，静と温と相違する

古
写
本
の
体
裁
は
、
三
冊
本
と
思
わ
れ
る
本
が
多
く
、
そ
れ
が
本
来
の
姿
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
に
つ
い
て
同
書
が
三
冊
本
で
あ
っ

た
と
す
る
米
山
氏
の
指
摘
も
あ
る
。

国
尽
の
塀
の
位
置
転
つ
い
て
は
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
を
除
き
、
他
の
舌
写
本
で
は
と
も

に
一
冊
宋
（
『
カ
』
部
末
）
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
冊
末
に
し
て
も
巻
末
に
し
て
も
付
録
諸
項
の
掲
載
位
置
と
し
て
ほ
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
も
当
初
「
カ
」
部
末
に
あ
っ
た
も
の
が
改
装
の
際
に
巻
末
に
国
尽
の

叛
を
移
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
の
国
尽
の
類
の
位
置
（
『
ク
』
部
未
・
二
冊
宋
）

の
変
更
は
、
≡
冊
よ
り
四
冊
に
分
綴
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
、
「
太
田
全
新
旧
蔵
本
」
、
「
竹
園
房
本
」
の
国
尽
の
叛
が
、
≡

冊
よ
り
四
冊
に
分
綴
さ
れ
な
が
ら
も
「
カ
」
部
未
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
舌
写
本
に
お
け
る

≡
冊
本
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
の
国
尽
の
類
の
位
置
転
つ
い
て
、
（
注
7
）
川
瀬
氏
の
次
の
よ
う

な
指
摘
が
あ
る
。

こ
の
本
は
塙
本
と
本
文
が
一
致
す
る
が
、
岡
本
で
か
部
の
末
（
第
一
冊
末
（
注
8
）
）
　
に
あ
る

図
轟
を
ク
部
の
末
（
第
二
冊
末
）
に
添
へ
て
あ
る
。
こ
れ
は
春
寒
の
除
に
任
意
に
改
襲
し
た
も

の
で
あ
ら
ら
。
ク
の
部
の
末
に
あ
る
の
ほ
国
益
の
意
に
解
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
（
か
部
は

東
海
道
以
下
海
道
の
意
で
あ
る
。
）

肖
　
「
静
寡
堂
文
庫
蔵
本
」
と
新
写
本
と
の
概
観

前
章
に
お
い
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
国
尽
の
類
が
「
ク
」
部
末
に
配
さ
れ
て
い
る
「
刈
谷
市

立
図
書
館
蔵
本
」
は
他
の
新
写
本
に
比
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ

る
。
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
他
の
新
写
本
に
つ
い
て
の
実
態
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
章
で
は
「
静
寡
堂
文
庫
蔵
本
」
と
新
写
本
と
の
関
係
を
概
観
し
て
み
よ
う
と
思

員
ノ
○

ま
ず
、
各
本
（
『
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
』
・
『
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
』
・
『
竹
園
房
本
』
・
『
刈
谷
市

立
図
書
館
蔵
本
』
）
の
校
異
義
を
作
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
各
本
の
木
文
（
国
尽
は
除
く
）

の
一
致
箇
所
、
相
違
箇
所
の
関
係
を
数
字
化
し
た
も
の
が
次
の
蓑
B
で
あ
る
。

な
お
、
相
違
箇
所
に
つ
い
て
は
、
文
字
の
相
違
に
よ
る
も
の
、
脱
落
・
増
加
に
よ
る
も
の
と

を
区
別
し
て
示
し
て
あ
る
。
調
査
対
象
は
本
文
の
み
と
し
、
書
き
入
れ
と
思
わ
れ
る
も
の
は
省

蓑
B

いた。表
の
中
の
数
字
か
ら
い

く
つ
か
の
こ
と
が
指
摘
で

き
る
よ
う
に
患
う
。

囲
　
甘
写
本
の
「
静
嘉

堂
文
庫
蔵
本
」
と
新

写
本
の
間
に
は
語
句

の
関
係
で
隔
た
り
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

㈱
　
新
写
本
の
う
ち
、

「
刈
谷
市
立
図
書
館

蔵
本
」
は
、
「
温
故
堂

文
庫
旧
蔵
本
」
と
「
竹

園
房
本
」
と
の
親
密

な
関
係
に
比
べ
、
隔

た
り
が
あ
る
よ
う
で

ある。

囲
　
新
写
本
の
う
ち
、

「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵

本
」
は
、
新
写
本
の

共
通
祖
本
と
考
え
ら

れ
る
「
静
嘉
堂
文
庫

蔵
本
」
と
親
密
な
関

係
に
あ
る
よ
う
で
あ

る。
囲
　
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵

本
」
と
「
刈
谷
市
立

図
番
館
蔵
本
」
と

は
、
伝
本
上
の
交
渉

は
伺
え
ず
、
つ
ね
に

「
刈
谷
市
立
図
書
館

蔵
本
」
は
、
新
写
本
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①

と
し
て
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
な
ら
び
に
「
竹
園
房
本
」
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

困
　
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
が
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
の
と
同
様

に
、
「
竹
隙
房
本
」
と
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
と
は
親
密
な
関
係
に
あ
る
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

囲
　
古
写
本
か
ら
新
写
本
へ
の
転
写
過
程
に
つ
い
て

古
写
本
の
「
静
藁
堂
文
庫
蔵
本
」
よ
り
新
写
本
に
転
写
さ
れ
る
過
程
を
、
四
本
の
運
歩
色
菓

集
を
使
い
、
推
定
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
「
静
寡
堂
文
庫
蔵
本
」
よ
り
三
本
の
新
写
本
に
転
写
さ
れ
る
道
筋
に
つ
い
て
仮
説
を

た
て
て
み
る
。
考
え
ら
れ
る
仮
説
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㊥

平
泉
寺
（
静
）

平
泉
寺
（
温
）

早
泉
寺
（
竹
）

早
泉
寺
（
刈
）

鮮
創
鶴
認
諾
蒜
器
廿
入
季
（
静
）

鮮
創
鶴
認
諾
蒜
器
廿
八
年
（
温
）

讐
鶏
篭
頚
碧
辞
入
季
（
竹
）

翳
駕
篭
碩
蒜
器
梵
季
（
刈
）

①
蘭
鳳
且
↓
一
風
一
1
一
価
鳳
且

刈
谷
図
書
館
本

①
一
鳳
且
↓
一
風
鳳
］
1
一
旧
温
故
堂
本

刈
谷
図
書
館
本

↓
一
旧
温
故
堂
本

蛋
是
諸
相
望
開
脚
死
至
天
草
七
戊
申
（
静
）

羞
日
本
語
諸
宗
瑠
至
天
草
七
戊
申
（
温
）

羞
是
諸
相
望
師
瑠
至
天
辛
七
戊
申
（
竹
）

羞
是
諸
相
讐
印
篭
至
天
草
七
戊
申
（
刈
）

↓

竹
園
房
本

⑧
一
静
寡
堂
本

刈
谷
図
書
館
本

な
お
、
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
は
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
直
接
の
交
渉
を
も
っ
た

も
の
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
こ
の
場
面
で
は
保
留
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
で
は
、
仮
説
①
、
①
、
⑧
を
検
証
す
る
の
に
関
係
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
例
を
次
に
掲
げ

る。S
　
「
静
藁
堂
文
庫
蔵
本
」
と
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
と
に
関
わ
る
例

回
　
静
嘉
堂
本
と
旧
温
故
堂
本
と
が
一
致
し
、
他
本
と
一
致
し
な
い
例
（
校
共
裏
の
E
、
即

に
該
当
す
る
）

㊤

二
言
（
静
）
　
　
　
　
日
参
（
静
）

二
言
（
温
）
　
　
　
　
日
参
（
温
）

一
託
（
竹
）
　
　
　
　
日
尽
（
竹
）

一
記
（
刈
）
　
　
　
　
日
尽
（
刈
）

④

本
主
（
静
）
　
　
　
犯
郎
（
静
）

本
主
（
温
）
　
　
　
犯
郎
（
温
）

三

本
至
（
竹
）
　
　
　
　
犯
用
（
竹
）

本
重
（
刈
）
　
　
　
　
犯
用
（
刈
）

魚
箸
鋸
鮎
離
即
諾
金
剛
界
（
静
）

魚
醤
鋸
鮎
離
即
墟
芸
剛
界
（
温
）

魚
箸
鋸
鮎
離
脚
韻
金
剛
界
（
竹
）

魚
馨
鋸
鮎
耐
脚
韻
金
剛
界
（
刈
）

舅
盈
題
月
中
／
（
静
）

日
墓
相
娼
嘲
中
ノ
（
温
）

豊
島
娼
聖
ノ
（
竹
）

日
嘉
鴨
娼
鞘
中
ノ
（
刈
）

召
衷

（静）

（召）夫（温）

（召）矢（竹）

（召）矢（刈）

⑭

ク
ワ
ソ

百
官
（
静
）

百
官
（
温
）

宵
宮
（
竹
）

百
官
（
刈
）

誓
晶
詰
（
静
）

楊
是
讐
婚
（
温
）

掌
晶
琴
ホ
（
竹
）

楊
是
糖
琴
祈
（
刈
）

新
鮮
ガ
㌣
係
（
静
）

悉
遠
大
㌔
（
温
）

悉
遠
大
㌔
宿
）

悉
遠
大
㌔
（
刈
）

一
品
完
禅
閣
（
静
）

l
晶
㌔
禅
閣
（
温
）

表
配
電
禅
閣
（
竹
）

一
聯
鮎
か
粂
禅
閣
（
刈
）

㈲
　
静
嘉
堂
本
と
旧
温
故
堂
本
と
が
一
致
し
な
い
例
（
竹
園
房
本
と
と
も
に
相
違
す
る
場
合

を
除
く
。
枚
異
義
の
B
、
甘
、
P
r
、
γ
に
該
当
し
、
F
、
即
を
除
き
全
例
を
掲
げ
る
）

も



「静寡堂文庫蔵遅歩色菓集」と新写本

石土　石ま

塔；堵言
寄y　寺y

州江州江

⑯

⑯

11

半
漁
属
　
（
静
）

半
漁
が
（
温
）

認
諾
講
話
苧
妄
也

寛
弘
三
年
丙
午
立
至

天
文
十
六
丁
宋
六
百
四
十
七
年
也

半
漁
誓
竹
）
　
需
品
釧
憫
空
粁
詳
篭
左
也

半
漁
誓
刈
）
　
石
等
肥
諾
蒜
許
諾
苧
一
年
也

（静）（温）（竹）（刈）

解
邦
書
黙
諾
群
謳
（
静
）

郵
郎
普
黙
諾
講
街
讐
温
）

解
郎
普
黙
諾
群
街
讐
竹
）

解
郎
普
黙
諾
群
謳
（
刈
1

評
磯
城
完
葦
競
朗
的
朋
齢
議
讐
六
歳
（
静
）

献
品
空
軍
競
朗
的
朗
節
義
讐
六
歳
一
（
針
）

献
品
漂
諾
忙
競
朗
的
朋
齢
議
鯛
土
ハ
歳
（
竹
）

覇
晶
碧
諾
詰
所
朗
純
朋
新
議
讐
六
歳
（
刈
）

⑲

㊨

国
弘
計
鰍
筋
鮮
抑
紅
地
相
模
国
人
（
静
）

郎
鋸
鮎
請
紆
和
紀
地
相
模
国
人
（
温
）

離
農
莞
欝
抑
新
地
相
模
国
人
（
竹
）

郎
影
莞
欝
抑
祉
地
相
模
国
人
（
刈
）

水
巻
矢
（
静
）

水
巻
ハ
　
（
温
）

水
巻
又
（
竹
）

水
巻
又
（
刈
）

太
宗
麿
（
静
）

太
子
都
祁
調
（
温
）

太
子
郵
都
岡
（
竹
）

太
宗
蜜
（
刈
）

㊥
ク
キ宰

　
（
静
）

．
曲
者
カ
（
温
）

葦
若
（
竹
）

草
基
カ
（
刈
）

⑳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

㊨

斬
新
…
…
文
武
慶
雲
三
丙
午
…
…
（
静
）
　
　
肇
目
（
静
）

競
馬
：
…
・
又
武
慶
雲
主
丙
午
：
…
∴
温
）
　
　
肇
ロ
（
温
）

競
馬
…
…
天
武
慶
雲
三
丙
午
…
…
（
竹
）
　
　
　
合
　
（
竹
）

洗
馬
…
…
文
武
慶
喜
三
丙
午
…
…
（
刈
）
　
　
　
合
1
口
（
刈
）

野
師
照
耗
掴
野
瑚
讃
整
讃
紆
讐
（
静
）

俸
教
大
師
欝
北
庄
舟
守
予
慶
雲
際
控
十
三
葦
ハ
月
冒
（
温
）

入
城
五
十
歳
也
至
天
文
十
七
戊
申
七
百
八
十
七
年
也

停
教
大
師
欝
北
庄
舟
守
子
雲
航
監
蝕
±
二
等
六
月
四
日
（
竹
）

入
滅
十
歳
也
至
天
文
十
七
戊
申
七
百
八
十
七
年
也

俸
教
大
師
欝
北
庄
舟
軍
歴
雲
元
丁
重

嵯
峨
弘
仁
十
三
重
子
六
月
四
日
　
（
刈
）

入
滅
五
十
歳
也
兵
天
文
十
七
戊
申
七
官
八
十
七
年
也

相
姓
鉢
豊
麗
剋
　
（
静
）
　
射
影
（
静
）

（
相
）
姓
畑
慨
秋
群
鈷
金
よ
（
温
）
　
∵
不
爪
巌
（
温
）

（
周
遊
鉢
闇
抽
弊
社
千
金
（
竹
）
　
水
力
殿
（
竹
）

（
相
）
姓
畑
闇
拙
守
出
金
よ
（
刈
）
　
太
爪
殿
（
刈
）
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三：ミ　；・・‡

要　望

辰
巳

真
申

新
盾
撰
集
茫
篭
増
額
認
諾
雪
也
（
静
）

新
后
隻
語
鳩
讃
和
英
卯
被
撰
之
　
（
温
）

新
后
撰
集
茫
藷
嘩
蛋
卯
被
撰
之
　
（
竹
）

新
居
撰
集
だ
藷
確
蛋
卯
被
撰
之
　
（
刈
）
　
、

生
気
方
≡
讐
二
放
刀
二
項
≡
醐
亥
≡
篭
≡
瑠

≡
巌
娼
開
此
（
静
）

裏
方
≡
東
≡
李
二
一
戊
亥
≡
聖
二
亥
三
郎
巳
≡
未
申
南

≡
雌
蝦
諸
讐
温
）

㊨
梨
郷
，
増
山
ヲ
．
1
レ
ー
ー

禦
卿
，
甲
山
ヲ
ー
．
レ
ー

梨
郷
ヲ
攣
山
ヲ
■
レ
ー

壇
レ
堀
増
山
J
I

⑲

（静）（温）（竹）（刈）

幣
風
は
噂
話
便
不
（
静
）

弊
風
は
悸
針
輯
便
不
（
温
）

侮
即
は
悸
監
禁
（
竹
）

晦
鋸
は
摩
計
現
任
不
（
刈
）㊥

裏
方
≡
東
≡
聖
二

≡
雌
媚
媚
讐
竹
）

生
気
方
≡
東
三
軍
二

≡
巌
諸
讐
刈
）

南

辰

巳

≡

未

申

≡

甫

羞
上
人
獣
謁
讃
鍔
諾
豊
墾
ハ
十
歳
（
静
）
　
細
紛
（
静
）

蛮
也
上
人
獣
蒜
讃
讐
詰
ま
墾
ハ
十
歳
（
温
）
　
（
雑
）
讐
温
）

慧
上
人
獣
詣
讃
撃
詰
ま
讐
六
歳
（
竹
）
　
（
雄
）
耗
（
竹
）

蓋
上
人
獣
完
讃
控
監
誤
墾
ハ
十
歳
（
刈
）
　
（
雑
）
讐
刈
）

㈲
　
静
寡
堂
本
と
竹
園
房
本
と
が
一
致
し
な
い
例
（
旧
温
故
堂
本
と
と
も
に
相
違
す
る
場
合

を
除
く
。
校
異
蓑
の
C
、
瓦
、
野
、
γ
、
γ
に
該
当
し
、
E
、
訂
、
y
、
γ
は
前
掲
し
て
あ
る

の
で
省
略
す
る
。
C
は
全
例
を
掲
げ
る
）

㊥
諸
子
又
唯
背
脾
蒜
（
静
）

諸
子
　
背
腸
l
柄
（
温
）

諸
子
　
背
脾
　
　
（
竹
）

諸
子
　
背
腸
　
　
（
刈
）

ユ
ウ
タ
ナ
r
　
リ

木
綿
着
鳥
難
之
粧
（
静
）

木
綿
着
鳥
難
　
　
（
温
）

木
棚
巻
島
難
　
（
竹
）

木
棚
巻
島
鞠
　
（
刈
）

回
　
「
静
養
堂
文
庫
蔵
本
」
と
「
竹
園
房
本
」
と
に
関
わ
る
例

何
　
静
嘉
堂
本
と
竹
園
房
本
と
が
一
致
し
、

鼓
当
し
、
全
例
を
掲
げ
る
）

㊥

⑳

萬
ミ
（
静
）
　
　
　
北
開
禁
裡
也
（
静
）

ケ
ツ

萬
　
（
温
）

萬
々
　
（
竹
）

萬
　
（
刈
）

北
開
禁
旗
也
（
温
）

北
開
禁
裡
也
（
竹
）

北
開
楽
寝
也
（
刈
）

他
本
と
一
致
し
な
い
例
（
枚
異
義
の
甘
、
即
に

JJ

．し

⑳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑳

雲
胎
俗
用
之
（
静
）
　
　
　
七
生
（
静
）

雲
胎
俗
用
之
（
温
）
　
　
　
七
生
（
温
）

雲
胎
俗
田
之
（
竹
）
　
　
　
土
生
（
竹
）

雲
胎
俗
用
之
（
刈
）
　
　
　
七
生
（
刈
）

郵
頑
噺
絹
地
天
文
七
代
之
内
第
（
静
）

耶
頑
題
僻
地
天
文
七
代
之
内
第
（
温
）

郭
雇
惑
御
地
天
神
七
代
之
内
第
（
竹
）

都
塵
新
補
地
天
文
七
代
之
内
第
（
刈
）

⑲

酎
即
題
適
甥
史
令
（
静
）

酎
即
題
相
関
甥
史
令
（
温
）

即
断
題
適
甥
史
令
（
竹
）

鋸
即
題
帽
朋
讐
暮
（
刈
）

⑳
家
献
ヂ
俵
酒
名
（
静
）

家
醸
〒
依
酒
名
（
温
）

家
鮮
㌣
依
洒
名
（
竹
）

家
鮮
ヂ
健
治
名
（
刈
）

シ
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大
般
若
…
益
叢
計
址
戊
申
（
静
）

大
般
考
：
誌
詔
軒
胱
戊
申
（
温
）

大
要
鮎
諾
賢
謂
虚
〕

大
般
若
…
益
叢
軒
址
戊
申
（
刈
）

㊨
摩
醍
修
羅
天
知
二
両
降
数
↓
（
静
）

摩
醸
修
羅
天
知
両
降
数
　
（
温
）

摩
醍
修
羅
天
知
雨
降
致
　
（
竹
）

摩
醒
修
羅
天
知
両
降
致
　
（
刈
）

⑲

　

幣

喝

場

数

鳩

盛

殿

眠

江

始

（

静

）

即
断
ウ
場
数
媚
乾
殿
嶋
江
姶
（
温
）

即
断
ウ
禰
敵
機
錯
雷
江
始
（
竹
）

即
断
ウ
場
数
欄
轟
確
眠
江
始
（
刈
）

⑲
琴
…
…
家
二
二
等
三
百
六
十
日
…
（
静
）

琴
…
…
象
三
年
三
百
六
十
日
l
…
（
温
）

琴
・
…
‥
象
三
年
三
百
六
十
日
…
…
（
竹
）

琴
…
…
象
三
年
三
百
六
十
日
…
（
刈
）

⑲

徹
警
静
）
　
都
…
益
頒
軍
靴
彗
牽

（
徹
）
底
（
温
）
　
都
…
㌫
頒
宗
彗
（
温
）

（
徹
）
　
（
竹
）
　
都
…
㌢
積
読
彗
（
竹
）

（
徹
）
底
（
刈
）
　
部
．
。
益
積
読
撃
（
刈
）

善
導
和
尚
霜
篭
韻
㌍
諒
租
ヂ
李
（
静
）

葦
和
尚
霜
篭
鵠
鮒
毒
埴
歓
滅
　
（
温
）

葦
和
尚
宗
篭
軸
鳩
十
に
琴
入
滅
　
（
竹
）

善
業
尚
霜
篭
鵠
離
籍
埴
歓
滅
　
（
刈
）

⑳
チ
ク
ロ
タ
ク
ワ

鉄
線
花
（
静
）

鉄
線
花
（
温
）

鉄
線
花
（
竹
）

鉄
線
花
（
刈
）

蔓
星
難
敵
歳
（
静
）

巨
文
星
難
船
歳
（
温
）

巨
文
星
馬
髭
歳
（
竹
）

巨
文
晶
袈
歳
（
刈
）

㊧
ワ

ク

（

ホ

ケ

y

瑚
空
静
）

ツ

タ

く

ホ

ク

y

瑚
空
温
）

那
く
喝
（
竹
）

蝿
〈
喝
（
刈
）

下

　

　

上

銅
　
仮
説
①
、
①
、
⑧
に
つ
い
て
の
検
討

ま
ず
、
仮
説
⑧
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
仮
説
⑧
ほ
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
お
よ
び

「
竹
鳳
房
本
」
を
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
よ
り
の
転
写
本
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
説
を
解
す
る
の
に
障
害
に
な
る
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

新
警
今
晶
詣
篭
針
畔
預
才
也
（
静
）

新
警
今
集
盾
花
園
永
苧
戊
許
瑠
牝
　
（
温
）

新
警
今
集
盾
花
園
永
亭
十
戊
許
憫
讃
　
（
竹
）

新
警
今
集
盾
花
園
永
苧
戊
許
憫
讃
　
（
刈
）

十
品
断
頚
珊
粁
認
諾
補
講
娼
蒜
接
耕
讐
静
）

‘
哲
詔
瑚
断
諾
縄
鶉
娼
蒜
輌
鮪
者
也
　
　
（
温
）

十
品
閤
軍
畑
聖
新
開
牌
欝
貢
有
季
路
子
警
夏
　
（
竹
）

十
哲
礪
詔
娼
詳
醐
粥
露
紆
讐
有
季
苧
警
夏
（
刈
）

右
の
例
は
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
の
「
新
統
古
今
集
」
、
「
十
哲
」
の
注
文
を
新
写
本
の
三

本
が
同
じ
箇
所
を
と
も
に
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
写
本
の
三
本
が
同
系
統
の
転
写

本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
、
「
竹
園
房
本
」
が
「
静
寡

堂
文
庫
蔵
本
」
を
祖
本
と
し
て
別
々
に
転
写
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
仮
説
⑧
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
仮
説
①
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
仮
説
①
ほ
、
「
静
寡
堂
文
庫
蔵
本
」
を
祖
本
と
し
て
「
竹

園
房
本
」
が
転
写
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
が
転
写
し
た
も
の
と
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
説
に
対
す
る
矛
盾
点
と
し
て
次
の
二
つ
が
指
摘
で
き
る
。

1
、
枚
異
表
の
数
字
よ
り
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
は
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
に
近
く
、

「
竹
園
房
本
」
は
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
に
近
い
も
の
と
考
え
た
。

2
、
「
竹
園
房
本
」
の
四
冊
第
四
裏
表
は
白
紙
の
ま
ま
で
あ
。
、
そ
の
他
「
四
旬
偏
」
、
ュ
3

「
摺
鼓
」
、
「
油
州
」
の
注
文
を
欠
い
て
い
る
。
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ま
た
、
用
例
㊥
の
「
大
般
若
」
は
、
「
竹
園
房
本
」
の
み
が
逆
算
年
代
「
八
百
十
四
年
」

を
欠
い
て
お
り
、
「
此
已
下
恐
落
文
　
本
ノ
マ
ゝ
也
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

右
の
二
つ
の
事
実
に
よ
っ
て
「
竹
凰
房
本
」
を
も
っ
て
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
が
転
写
し

た
と
す
る
仮
説
①
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
と
な
る
。

次
に
仮
説
①
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
仮
説
①
は
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
を
祖
本
と

し
て
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
が
転
写
し
、
次
に
そ
れ
を
「
竹
園
房
本
」
が
転
写
し
た
も
の
と

考
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
説
に
し
た
が
う
と
、
先
述
し
た
仮
説
①
に
対
す
る
二
つ
の
矛
盾
は
解
決
さ
れ
る
。

し
か
し
、
本
説
の
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
を
「
竹
園
房
本
」
が
転
写
し
た
と
す
る
考
え

方
に
し
た
が
う
も
の
と
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
ず
る
。

1
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
と
「
竹
園
房
本
」
と
が
相
違
す
る
箇
所
と
し
て
校
異
蓑
の

B
、
C
、
瓦
、
訂
、
F
、
即
、
r
、
γ
が
該
当
し
、
総
数
2
9
9
に
連
す
る
。
そ
れ
は
転
写
の

際
の
誤
写
と
し
て
多
す
ぎ
る
。

2
、
枚
異
蓑
B
、
F
、
㌣
（
用
例
⑯
、
⑳
、
⑯
、
㊥
～
㊥
）
は
、
「
竹
鳳
房
本
」
が
「
静
嘉

堂
文
庫
蔵
本
」
を
謄
襲
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
に
お
い
て
は

「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
「
温
故
堂

文
庫
旧
蔵
本
」
を
「
竹
園
房
本
」
が
転
写
し
た
と
す
る
仮
説
①
に
矛
盾
す
る
。

以
上
、
仮
説
①
、
①
、
⑧
ほ
す
べ
て
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
転
写
の
過
程
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
説
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
な
条
件
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

（条件）一
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
と
「
竹
蹴
房
本
」
と
は
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
の
転
写
本
と

し
て
同
系
統
の
も
の
で
あ
る
。

二
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
と
「
竹
園
房
本
」
と
の
本
文
に
は
差
異
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
祖
本
と
思
わ
れ
る
「
静
叢
生
文
庫
蔵
本
」
の
痕
跡
を
有
し
て
い
る
。

以
上
の
二
つ
の
条
件
を
充
た
す
仮
説
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
み
た
。

仮
説
㊨
の
欠
点
は
、
未
発
見
本
を
介
在
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
各
本
の
事
実
を
見
比
べ

た
場
合
、
蓋
然
性
の
高
い
説
と
思
わ
れ
る
。

㈱
　
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
の
転
写
過
程
に
つ
い
て

さ
て
、
「
刈
谷
市
立
園
舎
館
蔵
本
」
は
ど
の
よ
う
な
転
写
過
程
を
経
て
成
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。仮

説
を
た
て
る
前
に
条
件
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
。

（条件）二
枚
異
義
の
数
字
に
よ
り
、
「
温
故
堂
文
庫
蔵
本
」
に
比
べ
「
竹
園
房
本
」
の
方
が
「
刈

谷
市
立
図
書
鹿
蔵
本
」
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
の
四
冊
第
四
五
葉
蓑
な
ら
び
に
「
四
旬
侶
」
、
「
摺
鼓
」
、

「
油
州
」
の
注
文
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
村
上
息
順
の
薔
き
入
れ
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、

も
と
も
と
は
白
紙
の
ま
ま
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
二
つ
の
条
件
よ
り
次
の
よ
う
に
見
通
し
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

（見通し）
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
は
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
に
比
べ
、
「
竹
凰
房
本
」
の
特
色

を
多
く
引
き
継
い
で
い
る
。

前
章
で
考
え
た
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
新
写
本
と
の
関
係
を
含
め
、
見
通
し
に
し
た
が
っ

て
仮
説
を
た
て
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
闇
某
離
■

上
値
囲
廻
田
且

ユ
胤
且
」

刈
谷
図
番
館
本

右
の
仮
説
①
に
し
た
が
っ
て
、
枚
異
蓑
の
〔
各
藩
と
の
関
係
〕
の
項
目
に
つ
い
て
検
証
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

蓑
C

（A本）

転
写
本

着
の
園
は
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
、
「
竹
園
房
本
」
と
の
問
に

転
写
本
（
A
本
）
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
想
定
本
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
条
件
二

つ
が
充
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

l
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董 劔劔■百 甘 木 四 千 八 剴u 倩b�低 倩b�亥 歳 刪� 歳 �R�ﾜ��百 十 四 ・年 也 剿ﾓ 十 四‾ 年 也 儷2���貭��b�薰�nr�
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表
中
の
◎
印
は
仮
説
①
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
も
の
、
△
印
は
疑
問
が
残
る
も
の
、
×
印
は

説
明
で
き
な
い
も
の
を
示
す
。
金
印
と
×
印
の
要
約
を
次
に
示
め
す
。

蓑
D

■、
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右
の
即
、
丑
に
つ
い
て
の
多
く
は
誤
写
、
脱
字
の
額
と
し
て
考
え
ら
れ
、
仮
説
⑦
に
矛
盾
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
C
、
F
お
よ
び
y
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
「
刈
谷
市
立
国
事
館
蔵

本
」
に
は
、
「
竹
閻
房
本
」
に
表
わ
れ
な
い
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
も
し
く
は
「
温
故
堂
文
庫

旧
蔵
本
」
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
こ
の
点
で
仮
説
⑦
ほ
修
正
せ
ざ
る

を
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
新
ら
た
た
仮
説
を
考
え
る
前
に
そ
の
見
通
し
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（見通し）

「
刈
谷
市
立
図
番
館
蔵
本
」
は
、
「
竹
園
房
本
」
の
体
裁
を
継
承
し
、
「
粛
画
房
本
」
に
存
在

し
な
い
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
の
語
文
を
有
す
る
。

と
の
よ
う
な
見
通
し
を
ふ
ま
え
る
と
、
考
え
ら
れ
る
仮
説
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

旧
温
故
堂
本

竹
園
房
本

旧
温
故
堂
本

卜竹
園
房
本

刈
谷
図
書
館
本

刈
谷
国
事
館
本

仮
説
㊥
忙
し
た
が
う
と
、
「
刈
谷
市
立
図
番
館
蔵
本
」
に
お
け
る
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」

の
痕
跡
に
つ
い
て
の
矛
盾
は
全
部
解
決
さ
れ
る
。

し
か
し
、
本
説
の
欠
点
は
、
「
竹
園
房
」
の
体
裁
（
白
紙
・
渡
文
の
欠
）
を
ど
の
よ
う
に
L

J
L
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
が
継
承
し
た
の
か
に
あ
る
。

次
匹
仮
説
⑳
ほ
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

仮
説
⑨
忙
し
た
が
う
と
、
先
の
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
に
お
け
る
矛
盾
の
多
く
は
解
決

さ
れ
る
。

し
か
し
、
用
例
㊥
、
㊥
、
㊥
、
㊨
の
「
竹
園
房
本
」
の
「
三
、
「
裡
」
、
「
渡
」
、
「
紙
」
は
転

写
本
（
B
本
）
よ
り
の
誤
写
（
B
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
萬
』
、
『
禁
旛
』
、
『
渥
便
－
－
』
、
『
雑

抵
』
と
た
っ
て
い
た
も
の
と
想
定
す
る
）
と
し
な
が
ら
も
、
新
写
本
の
共
通
祖
本
の
「
静
嘉
堂

文
庫
蔵
本
」
の
本
文
と
一
致
す
る
。
こ
れ
が
仮
説
⑩
の
欠
点
と
な
る
。

そ
こ
で
、
両
説
の
欠
点
を
比
較
す
る
と
、
仮
説
㊥
の
場
合
、
偶
然
の
入
る
べ
き
余
地
が
な
く
、

欠
点
と
し
て
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
収
監
⑬
の
欠
点
は
、
箪
者
が
転
写
す
る
過
程
で
誤
り
を

正
す
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
欠
点
と
し
て
は
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
仮
説
　
の
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
「
竹
凰
房
本
」
と
の
転
写
の
過
程
に
転
写
本

二
本
を
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
と
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
と
の
転
写
の
過
程
に
転
写
本
一

本
を
設
定
す
る
説
は
、
枚
異
義
の
〔
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
は
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
」
　
に
近

く
、
「
竹
園
房
本
」
は
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
に
近
か
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
〕
数
字

に
よ
っ
て
説
得
力
を
も
つ
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
仮
説
⑬
は
あ
ら
ゆ
る
事
実
に
対
し
て
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と
な
る
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
「
御
子
」
、
「
行
子
」
、
「
邦
子
」
も
仮
説
⑳
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る

こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

㊧
賓
箇
臨
　
御
名
乗
義
詮
権
大
納
言
尊
氏
御
子
…
（
静
）

ホ

サ

ケ

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

噂

宝
簡
院
　
御
名
乗
義
詮
権
大
納
言
氏
行
子
…
…
（
温
）

ホ

サ

ケ

ケ

　

　

　

　

　

詮

宝
簡
院
　
御
名
粟
義
経
権
大
納
言
尊
氏
網
子
：
・
（
竹
）

詮

　

　

　

噂

宝
薗
院
　
御
名
乗
義
経
権
大
納
言
氏
行
子
…
…
（
刈
）

因
　
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
と
村
上
息
順
の
亭
き
れ
に
つ
い
て
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「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
の
四
巻
末
の
識
語
に
よ
っ
て
、
本
番
の
裔
き
入
れ
は
村
上
患
順

の
も
の
で
あ
り
、
本
番
は
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
の
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
息
順
の
亭
き
入
れ
と
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。

一
切
経
鮎
蛋
計
電
設
諾
詣
憎
諾
墟
自
大
唐
（
静
・
竹
）

要
撃
‥
日
日
日
工
温
）

一
差
甑
折
詳
篭
津
‖
‥
‖
‥
‥
‖
‥
‥
日
日
（
刈
）

左
大
臣
売
蘇
鍋
艶
析
訂
諾
讃
鞭
詣
鳩
十
二
季
也
（
静
・
竹
）

左
大
臣
簡
潔
漂
膏
溌
浴
場
絹
記

、、、ユ〕

〔
斉
明
応
安
年
代
記
学
徳
帝
大
化
三
丁
未
斉
明
帝
即
位
常
色
卜
改
元
〕

（刈）

伐
　
行
者
賀
茂
伐
公
民
也
…
…
（
静
・
温
）

伐
　
行
者
賀
茂
伐
土
民
也
…
…
（
竹
）

〔公民〕

伐
　
行
者
賀
茂
土
民
也
…
…
…
（
刈
）

〔
　
〕
内
は
害
き
れ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

右
の
例
を
み
る
と
、
「
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
」
の
患
順
の
審
き
入
れ
は
、
「
温
故
堂
文
庫
旧

蔵
本
」
の
書
き
入
れ
を
中
心
に
加
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
用
例
⑳
の
「
刈
谷
市

立
図
書
館
蔵
本
」
の
「
伐
」
の
場
合
、
本
文
は
「
竹
園
房
本
」
の
「
土
民
」
に
、
書
き
入
れ
は

「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
の
「
公
民
」
に
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
章
の
結
論
と
本
章
の
結
論
と
を
含
め
、
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

」
∴
聖一

幅
．
博
は

旧
温
故
堂
本

本
稿
で
は
三
本
の
み
の
新
写
本
で
そ
の
系
譜
を
考
え
た
た
め
、
さ
ぞ
か
し
、
誤
り
の
多
い
も

の
で
あ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
先
学
諸
賢
の
御
教
示
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

注
l
　
遠
藤
和
夫
「
『
遊
歩
色
集
集
』
の
一
異
本
1
－
南
東
寺
蔵
　
天
正
十
五
年
本
－
」
（
成
城
大
学
短

期
大
学
部
紀
要
袈
八
号
）
一
貫
。

注
2
　
拙
稿
「
『
遊
歩
色
楽
典
』
に
お
け
る
年
代
義
範
に
つ
い
て
」
（
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
3
7
号
）
。

注
3
　
川
瀬
一
席
『
古
辞
啓
の
研
究
』
八
九
三
頁
。

注
4
　
同
　
八
九
四
貫
。

注
5
　
米
山
黄
太
郎
『
遊
歩
色
葉
集
』
（
序
に
代
え
て
）
。

管
聖
剛
士
『
中
世
舌
群
島
研
霊
び
忙
警
索
引
芸
若
篇
』
）
ニ
ー
責

任
7
　
川
瀬
l
属
『
舌
辞
賓
の
研
究
』
八
九
四
貢
。

注
8
　
川
瀬
氏
は
端
本
（
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
）
の
国
尽
の
位
置
を
弟
一
冊
末
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
調
査
に
よ
る
と
、
ニ
冊
弟
l
苗
壷
丁
東
三
十
葉
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

な
お
、
遊
歩
色
葉
典
の
底
本
と
し
て
は
、
「
静
慕
堂
文
庫
蔵
本
」
、
「
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
」
、
「
竹
園

房
本
」
に
つ
い
て
は
写
其
複
製
を
使
用
し
、
「
刈
谷
市
立
図
番
館
蔵
本
」
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
を

使
用
し
た
。

（付記）
『
古
辞
春
の
研
究
』
の
な
か
に
引
か
れ
て
い
る
「
水
戸
彰
考
館
蔵
天
正
十
五
年
奥
春
本
」
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
磯
災
に
よ
っ
て
、
焼
失
し
た
と
い
う
。


